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優
秀
賞　

教
育
長
賞　

岡
山
市
立
津
島
小
学
校
２
年　

宮
田　
　

緒

︱
絵
の
説
明
︱　

学
校
の
き
ゅ
う
し
ょ
く
で
、
牛
に
ゅ
う
を
お
か
わ
り
し
て
い
る
絵
を
か
き
ま
し
た
。
み

ん
な
が
大
す
き
な
カ
レ
ー
を
メ
ニ
ュ
ー
に
え
ら
び
ま
し
た
。

令
和
３
年
度

「
牛
乳
大
好
き
！
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
受
賞
作
品



お
か
や
ま
酪
農
業
協
同
組
合
創
立
20
周
年
記
念
式
典

　

７
月
22
日
、「
お
か
や
ま
酪
農
業
協
同

組
合
創
立
20
周
年
記
念
式
典
」
が
、
津
山

市
津
山
鶴
山
ホ
テ
ル
に
お
い
て
行
政
関
係

者
、
酪
農
団
体
関
係
者
、
乳
業
関
係
者
、

関
連
業
者
な
ど
99
名
の
出
席
を
い
た
だ

き
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
後
、
長
恒
組
合
長
の
式
辞
に
続

き
、
来
賓
の
方
々
を
代
表
し
て
次
の
方
々

に
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

衆
議
院
議
員　

あ
べ　

俊
子
様

　

衆
議
院
議
員　

平
沼　

正
二
郎
様

　

参
議
院
議
員　

小
野
田　

紀
美
様

　

岡
山
県
議
会
副
議
長　

太
田　

正
孝
様

　

岡
山
県
農
林
水
産
部

　

食
農
政
策
企
画
監　

有
元　

寿
登
様

　

津
山
市
長　

谷
口　

圭
三
様

　

全
国
酪
農
業
協
同
組
合
連
合
会

　

代
表
理
事
会
長　

隈
部　
　

洋
様

　

日
本
酪
農
政
治
連
盟
委
員
長

　

佐
藤　
　

哲
様

　

オ
ハ
ヨ
ー
乳
業
株
式
会
社

　

専
務
取
締
役　

藤
本　
　

篤
様

　

次
に
、
こ
れ
ま
で
に
酪
農
振
興
と
組
合

運
営
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
功
績
を
称

え
、
以
下
の
方
々
に
表
彰
状
と
記
念
品
を

授
与
い
た
し
ま
し
た
。

　

鍵
山　

信
儀
様
、
入
江　

善
康
様
、

　

松
﨑　
　

隆
様
、
千
葉　

靖
代
様
、

　

東
山　
　

基
様
、
岡
田　

穗
積
様
、

み
、
岡
山
県
議
会
畜
産
議
員
連
盟
委
員
長

小
林　

義
明
様
の
ご
発
声
で
万
歳
三
唱
を

し
、
檜
尾
専
務
の
閉
会
の
辞
で
閉
宴
と
な

り
ま
し
た
。

　

長
恒
組
合
長
は
式
辞
の
中
で
、「
現
在

は
、
今
ま
で
酪
農
家
が
か
つ
て
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
未
曾
有
の
情
況
だ
が
、
コ
ロ

ナ
禍
は
い
つ
ま
で
も
続
く
こ
と
は
な
く
、

　

安
富　

正
史
様
、
青
江　

一
三
様
、

　

亀
山　

恭
司
様
、
笹
野　

英
明
様

　

乾
杯
の
音
頭
を
雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク
株
式

会
社　

常
務
執
行
役
員　

小
板
橋　

正
人

様
に
お
願
い
し
、
日
本
酪
農
の
発
展
と
お

か
や
ま
酪
農
業
協
同
組
合
の
益
々
の
繁
栄

を
願
っ
て
乾
杯
い
た
し
ま
し
た
。

　

な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
う
ち
に
宴
は
進

長恒組合長の式辞

会場風景 来賓のあべ俊子衆議院議員

将
来
を
見
据
え
、
組
合

員
の
経
営
継
続
の
た

め
、
過
去
の
20
年
間
に

蓄
積
さ
れ
た
実
績
を
基

盤
に
、
役
職
員
一
丸
と

な
っ
て
酪
農
振
興
、
組

合
運
営
に
取
り
組
む
」

と
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
関
係
機
関
の
皆

様
、
酪
農
家
の
皆
様
、

携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た

皆
様
に
心
よ
り
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
原
点

に
戻
り
、
役
職
員
一
致

団
結
し
て
、
組
合
員
の

た
め
に
さ
ら
に
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

22022.8月号 2022.8月号

2005.11・12月号 2005.11・12月号



「
供
卵
牛
情
報
と
採
卵
計
画（
９
月
分
）」に
つ
い
て

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー　

畜
産
研
究
所

　

９
月
の
採
卵
計
画
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

今
回
か
ら
、
牛
床
サ
イ
ズ

と
の
比
較
デ
ー
タ
と
し
て
、

供
卵
牛
の
体
高
、
体
長
デ
ー

タ
を
参
考
ま
で
に
追
加
し
ま

し
た
。

　

ご
利
用
の
場
合
や
よ
り
詳

細
な
情
報
が
必
要
な
場
合

は
、
最
寄
り
の
家
畜
保
健
衛

生
所
、
受
精
卵
移
植
師
の
方

等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
供
卵
牛
の
評
価
を

牛
群
検
定
成
績
か
ら
行
う
た

め
、
検
定
参
加
農
家
の
方
を

譲
渡
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
採
卵
予
定
日
や
交

配
予
定
種
雄
牛
は
牛
の
体

調
・
精
液
の
確
保
状
況
等
に

よ
り
、
急
遽
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　

次
回
は
10
月
６
日
㈭
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

※
ご
意
見
あ
り
ま
し
た
ら
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

上段：供卵牛（元系統）識別番号 牛群改良情報（2022.２月）
採卵

予定日中段：交配予定種雄牛
評価種別・各指数・評価値

下段：改良の方向性
ＯＡＣ　ジユリエツト　ブルーマスター　ジータ

９／８

（ジュリエット）
年　齢 体　高 体長

1378071128
04-11 154.0㎝ 182.3㎝

交配予定♂：ピーク　アルタ　ゴープロ　ＥＴ
（米NTP第８位）

ジータの特徴は何といっても、乳脂量（乳脂率
改善型）、低い体細胞スコア、繁殖性の良さで
す。今回は、乳量改善に焦点をあて、ヒーリク
ス産子の中でも高評価を受けるゴープロを選定
しています。

ＯＡＣ　シヤーレツテイ　ハイヌーン　シヤーロツト　ＥＴ
（シヤーレツテイ）

年　齢 体　高 体長
1354871995

03-02 145.3㎝ 165.2㎝
交配予定♂：パインツリー　バーリー　ＥＴ

（米TPI第45位）
乳量タイプが多いシャーレッティの系統で、こ
の牛の特徴は、やや小型ながら高乳量を維持す
る効率の良さ、また高乳量ながら高い繁殖性を
持つなど、両立し難いものをバランスよく両立
している点です。今回は、管理のしやすさに定
評のあるバーリーを選定しました。

※GEBV：EBV＋ゲノミック、GPI：ゲノミックのみ　の評価値です。
※GPI評価の％順位は比較のため、換算表を用いてEBVの％順位に換算しています。

GEBV
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ビ
タ
ミ
ン
摂
取
に
つ
い
て

全
国
酪
農
業
協
同
組
合
連
合
会　

大
阪
支
所　

中
四
国
事
務
所　

大
田　

篤
志

　

こ
ん
に
ち
は
。
今
年
、
全
酪
連
に
入
会

し
、
２
ヶ
月
間
の
蒜
山
で
の
研
修
後
、
６

月
か
ら
鏡
野
に
あ
る
中
四
国
事
務
所
に
配

属
と
な
り
ま
し
た
大
田
と
申
し
ま
す
。
こ

の
場
を
借
り
て
少
し
自
己
紹
介
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

大
阪
府
の
八
尾
市
出
身
で
、
大
学
の
４

年
間
は
鳥
取
で
過
ご
し
ま
し
た
。
ド
ラ
イ

ブ
が
趣
味
な
の
で
、
岡
山
に
も
何
度
も
行

き
ま
し
た
が
、
牛
舎
が
こ
ん
な
に
近
く
に

あ
る
な
ん
て
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
農
学

部
で
し
た
が
、
植
物
系
の
学
科
だ
っ
た
の

で
、
牛
に
つ
い
て
は
全
酪
連
に
入
っ
て
か

ら
日
々
学
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
飼

料
、
繁
殖
や
飼
養
管
理
な
ど
酪
農
に
は
幅

広
い
知
識
が
必
要
で
、
ま
だ
ま
だ
わ
か
ら

な
い
こ
と
だ
ら
け
の
私
で
す
が
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
梅
雨
が
過
去
に
な
い
く

ら
い
早
く
明
け
、
暑
い
日
々
が
続
い
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
夏
場
に
気
を
つ
け

た
い
ビ
タ
ミ
ン
摂
取
に
つ
い
て
お
話
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
ビ
タ
ミ
ン
の
種
類
、
機
能
や
欠

乏
症
を
表
１
に
書
き
ま
し
た
。

　

ビ
タ
ミ
ン
は
脂
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
と
水
溶

性
ビ
タ
ミ
ン
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

第
一
胃
が
発
達
し
た
乳
牛
で
は
、
多
く

の
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
は
第
一

胃
内
の
細
菌
に
よ
っ
て
合
成
さ
れ
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
組
織
内
で
合
成
さ
れ
、
ビ

タ
ミ
ン
Ｄ
は
日
光
に
よ
り
皮
膚
で
合
成
さ

れ
ま
す
。
日
本
の
乳
牛
の
飼
養
形
態
で
は

多
く
が
日
光
の
当
た
ら
な
い
環
境
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
成
牛
の
飼
養
管
理
上
、
不
足

す
る
ビ
タ
ミ
ン
は
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
Ｄ
及
び

Ｅ
で
す
。

◇
ビ
タ
ミ
ン
Ａ

　

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
は
生
体
内
で
合
成
で
き
な

い
の
で
、
飼
料
中
の
給
与
が
必
要
で
す
。

牛
は
生
草
や
サ
イ

レ
ー
ジ
に
含
ま
れ
る

β
カ
ロ
テ
ン
を
体
内

で
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
に
変

換
し
ま
す
。
乾
草
や

サ
イ
レ
ー
ジ
の
β
カ

ロ
テ
ン
は
調
製
過
程

で
分
解
さ
れ
て
し
ま

う
の
で
、
含
有
量
は

低
く
な
り
ま
す
。
濃

厚
飼
料
の
割
合
が
高

い
場
合
に
は
、
第
一

胃
の
微
生
物
に
よ
っ

て
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
が
分

解
さ
れ
や
す
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
硝
酸

態
窒
素
は
ビ
タ
ミ
ン

Ａ
を
破
壊
し
て
し
ま

い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
低
品
質
な
粗
飼

料
、
硝
酸
態
窒
素
が

多
く
含
ま
れ
て
い
る

粗
飼
料
を
給
与
す
る

場
合
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
の
給
与
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

◇
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ

　

粗
飼
料
中
に
含
ま
れ
る
α
―
ト
コ
フ
ェ

ロ
ー
ル
を
変
換
し
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
を
合
成
し

ま
す
。し
か
し
、ビ
タ
ミ
ン
Ａ
と
同
様
に
、

サ
イ
レ
ー
ジ
や
乾
草
へ
調
整
す
る
と
含
有

量
が
低
く
な
り
ま
す
。

　

夏
場
に
暑
熱
ス
ト
レ
ス
を
受
け
た
牛
は

体
内
で
活
性
酸
素
を
発
生
さ
せ
、
酸
化
ス

ト
レ
ス
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
活
性
酸
素

は
細
胞
機
能
を
低
下
さ
せ
、
疾
病
の
可
能

性
が
高
く
な
り
ま
す
。
抗
酸
化
作
用
を
持

つ
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
を
給
与
す
る
こ
と
は
、
牛

へ
の
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
す
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。
他
に
抗
酸
化
作
用
を
持
つ
の

は
、
ミ
ネ
ラ
ル
の
セ
レ
ン
（
Se
）
が
あ
り

ま
す
。

◇
す
こ
や
カ
プ
セ
ル
の
紹
介

　

こ
れ
ま
で
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
や
Ｅ
の
必
要

性
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
し
た
。
こ
の

章
で
は
、
本
会
ビ
タ
ミ
ン
製
品
の
「
す

こ
や
カ
プ
セ
ル
」
の
説
明
を
し
ま
す
。

「
す
こ
や
カ
プ
セ
ル
」
に
は
ビ
タ
ミ
ン

Ａ
、
Ｄ
、
Ｅ
に
加
え
、
抗
酸
化
作
用
を
持

つ
セ
レ
ン
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
含
ま
れ

て
い
る
成
分
及
び
、
す
こ
や
カ
プ
セ
ル
の

給
与
例
に
つ
き
ま
し
て
は
表
２
に
ま
と
め

て
い
ま
す
。
６
月
か
ら
９
月
ま
で
、
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
利
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
特

に
、
分
娩
後
は
血
漿
中
の
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
や

種類（脂溶性） 機能 欠乏症

ビタミンＡ 視覚・聴覚・生殖機能の維
持、免疫の維持など

繁殖障害、乳房炎誘発、夜
盲症など

ビタミンＤ カルシウムの吸収促進、歯
や骨の発達、成長促進など

子牛のくる病、骨軟化症な
ど

ビタミンＥ 抗酸化作用、細胞膜の安
定、生殖腺の維持など 子牛の白筋症、繁殖障害

ビタミンＫ 血液凝固作用 血液凝固不全

種類（水溶性） 機能 欠乏症

ビタミンＢ群 エネルギー代謝、脂質合
成、核酸合成など 食欲不振、成長不良

ビタミンＣ コラーゲン合成、メラニン
形成 壊血症、軟関節

表１
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ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
の
濃
度
が
下
が
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
分
娩
前
後
だ
け
で
も
、
カ
プ

セ
ル
を
使
う
こ
と
で
、
移
行
期
の
管
理
が

楽
に
な
り
ま
す
。
飼
料
高
騰
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
今
こ
そ
繁
殖
や
飼
養
管
理
を
再

度
ご
確
認
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
今
回
は
ビ
タ
ミ
ン
の

話
で
し
た
が
、
ビ
タ
ミ
ン
だ
け
が
充
足
し

て
い
る
だ
け
で
は
牛
の
管
理
は
う
ま
く
い

き
ま
せ
ん
。
全
体
的
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
栄

養
素
を
摂
取
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
に
な
り

ま
す
。
夏
は
牛
に
と
っ
て
厳
し
い
季
節
と

な
り
ま
す
が
、
全
酪
連
職
員
も
全
力
で
サ

ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
無
事
に
乗
り
切
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

参
考
資
料

・
農
研
機
構
：
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
・
Ｅ
給
与
に

よ
る
乳
牛
の
繁
殖
成
績
の
改
善　

大
分

畜
試

　

https://w
w

w
.naro.affrc.go.jp/

org
/k

arc/seik
a/k

y
u

sh
u

_
seika/2001/2001113.htm

l

・
高
泌
乳
牛
の
代
謝
特
性
と
暑
熱
ス
ト
レ

ス
の
影
響　

久
米
新
一

　

報
告
書
（kyoto-u.ac.jp

）

・
酪
農
ジ
ャ
ー
ナ
ル　

中
辻
浩
喜

　

高
泌
乳
牛
管
理
の
注
意
点
と
そ
の
栄
養

に
つ
い
て « 

酪
農
ジ
ャ
ー
ナ
ル
電
子

版
【
酪
農PLU

S+

】（rakuno.ac.jp

）

中
販
連
良
質
生
乳
出
荷
者
表
彰

　

中
販
連
管
内
５
県
に
よ
る
統
一
乳

質
評
価
基
準
に
お
い
て
、
令
和
３
年

度
良
質
生
乳
出
荷
表
彰
規
程
に
基
づ

き
、
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

岡
山
県
内
で
は
６
名
の
方
が
見
事
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
授
与
式
は
岡
山
市
の
ピ
ュ
ア

リ
テ
ィ
ま
き
び
に
て
中
国
管
内
の
上

位
受
賞
者
の
方
々
に
お
集
ま
り
い
た

だ
き
受
賞
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
大
変
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

な
お
、
表
彰
者
基
準
、
受
賞
者
一

覧
に
つ
い
て
は
次
回
の
中
販
連
だ
よ

り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホルスタイン部門
年間乳量250ｔ未満の部
　吉備中央町　草地　勝弘　優秀賞　3,390点

（FAT平均4.00％　SNF平均9.02％　体細胞平均11.0万　細菌数平均0.5万）
　高　梁　市　鈴村　久治　優良賞　3,345点

（FAT平均3.91％　SNF平均8.98％　体細胞平均 9.2万　細菌数平均1.6万）
　勝　央　町　治郎丸雄一　優良賞　3,320点

（FAT平均3.99％　SNF平均8.96％　体細胞平均14.0万　細菌数平均0.9万）
年間乳量250ｔ～500ｔ未満の部
　倉　敷　市　三宅　安史　優良賞　3,770点

（FAT平均4.01％　SNF平均8.92％　体細胞平均 6.3万　細菌数平均0.6万）
ジャージー部門
　真　庭　市　（公財）中国四国酪農大学校　最優秀賞　3,090点

（FAT平均5.24％　SNF平均9.67％　体細胞平均13.8万　細菌数平均1.5万）
　真　庭　市　丸山　昭博　優秀賞　2,890点

（FAT平均5.22％　SNF平均9.48％　体細胞平均15.5万　細菌数平均1.1万）

令和３年度良質生乳出荷者表彰式

表２
すこやカプセルの給与例
・すこやカプセルで繁殖率改善を促す特別給与法

・すこやカプセルに含まれている成分

すこやカプセル
給与

ビタミンＡ
ビタミンＤ
ビタミンＥ
有機セレン
βカロテン

800,000国際単位
40,000国際単位

400mg
5ppm

分娩前60日

３
粒

分娩前30日

３
粒

分娩前７日

５
粒

分娩直後

５
粒

分娩後30日

５
粒

２回目発情
42日頃

３
粒

３回目発情
63日頃

３
粒

４回目発情
84日頃

３
粒

分
娩

※すこやカプセルは、飼料の上に乗せるだけで、簡単に給与できます。
※ビタミンＡとＥは、十分量を給与すると免疫性が高まり、いろいろな病気
　から乳牛を守ります。また、体細胞数を制御する効果もあります。
※受胎率を向上させることは、総生産乳量のアップとなり、酪農家の利益に
　つながります。すこやカプセルのよい発情来潮効果をお試しください。
※繁殖成績の改善には、発情予定の３日前に３粒すこやカプセルを給与して
　ください。
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岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟　

第
21
回
通
常
総
会
開
催

　

６
月
29
日
、岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟（
委

員
長　

三
宅　

穣
次
）
の
「
第
21
回
通
常

総
会
」
が
、
お
か
や
ま
酪
農
協
本
所
３
階

大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
代
議
員
制
度
に
よ

る
会
員
31
名
出
席
の
も
と
、
３
年
ぶ
り
に

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
三
宅
委
員
長
は
、
国
内

外
の
酪
農
情
勢
や
昨
年
度
の
酪
政
連
の
要

請
活
動
を
報
告
し
、「
今
年
は
、
コ
ロ
ナ

に
よ
る
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
や
っ
と
実

開
催
が
で
き
た
が
、
酪
農
の
経
営
状
況
は

飼
料
価
格
の
急
激
な
高
騰
も
あ
り
、
出
口

の
見
え
な
い
状
況
だ
。
乳
価
の
値
上
げ
し

か
打
開
策
は
な
い
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
乳

価
値
上
げ
の
デ
モ
行
進
も
難
し
く
、
国
と

し
て
も
乳
価
値
上
げ
を
応
援
し
て
ほ
し

い
。
酪
政
連
と
し
て
、
国
、
県
の
議
員
の

先
生
に
し
っ
か
り
要
望
を
届
け
た
い
」
と

挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
今
回
の
参
議

院
選
で
、
酪
政
連
は
、
岡
山
県
選
挙
区
は

小
野
田
候
補
者
、
比
例
区
は
藤
木
候
補
者

を
推
薦
し
て
お
り
、
何
と
し
て
も
我
々
の

声
を
国
政
に
届
け
る
た
め
に
、
く
れ
ぐ
れ

も
よ
ろ
し
く
と
会
場
の
会
員
に
お
願
い
し

ま
し
た
。

　

ご
来
賓
の
方
々
よ
り
、
次
の
よ
う
な
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
橋
本　

岳
衆
議
院
議
員

　
「
酪
農
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
変
厳
し

い
が
、
本
日
の
三
宅
委
員
長
の
言
葉
を

重
く
受
け
止
め
対
策
を
考
え
た
い
」

・
松
島　

幸
一
岡
山
県
議
会
議
員　

畜
産

振
興
議
員
連
盟
事
務
局
長

　
「
現
在
の
畜
産
業
は
飼
料
・
燃
料
高
騰

と
２
重
３
重
の
苦
渋
が
あ
る
。
県
は
配

合
飼
料
高
騰
対
策
を
打
ち
出
し
ま
し
た

が
、
輸
入
粗
飼
料
や
自
給
飼
料
に
支
援

が
な
く
、
足
り
な
い
と
の
声
も
聴
い
て

い
る
。
今
後
検
討
し
な
け
れ
ば
と
考
え

て
い
る
」

・
福
島　

恭
子
岡
山
県
議
会
議
員　

農
林

水
産
委
員
長

　
「
酪
農
業
界
は
見
通
し
が
見
え
な
い
中

で
大
変
で
す
が
、
県
と
し
て
も
６
月
に

補
正
予
算
で
配
合
飼
料
高
騰
対
策
を
可

決
し
た
」

・
坂
本　

保
日
本
酪
農
政
治
連
盟　

幹
事

長

　
「
脱
脂
粉
乳
の
過
剰
在
庫
、
輸
入
粗
飼

料
・
配
合
飼
料
の
高
騰
で
こ
の
２
年
の

間
に
畜
産
経
営
は
危
機
的
状
況
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
政
府
も
状
況
は
理
解
し

て
い
る
。
秋
に
は
乳
価
の
期
中
改
定
も

そ
れ
な
り
の
上
げ
幅
と
な
っ
て
欲
し

い
。
酪
政
連
と
し
て
も
声
を
大
に
し
て

政
府
に
要
請
し
て
い
く
」

・
植
野　

光
雄
中
国
生
乳
販
連　

参
事

　

期
中
価
格
改
定
に
向
け
た
乳
価
交
渉
の

経
緯
を
詳
細
に
述
べ
ら
れ
、「
国
、
県

へ
の
要
請
の
必
要
も
お
願
い
し
、
現
在

の
不
十
分
な
支
援
の
部
分
は
乳
価
で
反

映
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
中
販
連

は
15
円
以
上
の
値
上
げ
を
頑
張
っ
て
交

渉
し
て
い
く
」

・
檜
尾　

康
知
お
か
や
ま
酪
農
業
協
同
組

合　

代
表
理
事
専
務

　
「
配
合
飼
料
や
輸
入
牧
草
が
１
０
０
円

を
超
え
る
よ
う
な
状
況
と
な
り
、
生
産

者
の
努
力
で
ど
う
に
か
な
る
と
い
う
レ

ベ
ル
の
話
で
は
な
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
状
況
を
打
破
す
る
に
は
期
中

の
乳
価
値
上
げ
の
実
現
し
か
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
政
治
連
盟
の
方
々
に

は
、
厳
し
い
状
況
の
中
ま
す
ま
す
の
ご

活
躍
を
期
待
い
た
し
て
お
り
ま
す
」

　

書
面
の
関
係
で
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
が
国
会
議
員
の
秘
書
の
皆
様
に
も
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
長
は
毎
年
、
支
部
の
輪
番

制
に
よ
り
、
備
北
支
部　

小
倉　

清
志
さ

ん
に
お
願
い
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
議
事
進
行

が
な
さ
れ
、
令
和
３
年
度
の
運
動
報
告
と

収
支
決
算
、
令
和
４
年
度
の
運
動
方
針
と

収
支
予
算
案
、
会
費
賦
課
徴
収
の
件
、
役

員
手
当
支
給
に
関
す
る
件
、
す
べ
て
の
議

案
は
代
議
員
の
皆
様
の
慎
重
審
議
に
よ
り

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
終
了
後
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
採

択
に
お
い
て
は
、
備
北
支
部　

冨
谷　

光

作
さ
ん
に
お
願
い
し
全
員
起
立
し
、
力
強

く
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
唱
和
し
ま
し
た
。

【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

・
指
定
団
体
制
度
機
能
・
役
割
の
維
持
と

酪
農
生
産
基
盤
の
維
持
対
策
を
強
化
し

よ
う

・
配
合
飼
料
価
格
安
定
制
度
の
更
な
る
充

実
を
図
ろ
う

・
良
質
乳
の
生
産
と
牛
乳
・
乳
製
品
の
消

費
拡
大
と
理
解
醸
成
を
図
ろ
う

・
自
給
飼
料
生
産
を
拡
大
し
コ
ス
ト
低
減

を
図
ろ
う

・
県
内
後
継
牛
を
確
保
し
経
営
安
定
を
図

ろ
う

・
酪
農
経
営
安
定
の
た
め
要
請
活
動
の
一

層
の
強
化
を
図
ろ
う

　

今
後
、
会
員
皆
様
の
貴
重
な
意
見
、
要

望
を
い
た
だ
き
な
が
ら
国
、
県
に
要
請
活

動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
指
導
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟
事
務
局
）

三宅委員長の挨拶
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女
性
部
全
体
交
流
会

　

７
月
７
日
、「
第
14
回
お
か
ら
く
女
性

部
全
体
交
流
会
」
を
作
東
バ
レ
ン
タ
イ
ン

ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
今
年

は
３
年
ぶ
り
の
開
催
で
、
52
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

研
修
会
の
講
師
に
は
、
龍
谷
大
学
な
ど

で
非
常
勤
講
師
を
さ
れ
て
い
ま
す
大
竹
晴

佳
先
生
を
お
迎
え
し
、
令
和
２
年
度
に
先

生
が
お
か
ら
く
女
性
部
会
員
を
対
象
に
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
「
岡
山
県
に
お
け
る

酪
農
家
女
性
の
仕
事
と
生
活
に
関
す
る
調

査
」
の
結
果
報
告
と
し
て
、
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
１
１
６
名
の
方

か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
、
ご
協
力
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
の
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
先
生
は
大
学
講
師
に
な
っ

て
最
初
の
勤
務
地
が
新
見
市
で
、
そ
れ
か

ら
ず
っ
と
岡
山
県
の
酪
農
に
つ
い
て
調

査
・
研
究
を
続
け
て
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

　

皆
さ
ん
、
自
分
た
ち
の
回
答
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
、
と
て
も
興
味
深
そ
う
に
講
演
を
聞

い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
岡
山
県
産
牛
乳
の
乾
杯
で
始

ま
り
、
美
味
し
い
食
事
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
で
お
話
も
弾
み
、

時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
先
生
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
で
、“
ど
の
よ
う
な
行
事
に

参
加
さ
れ
て
き
た
か
”
と
の
問
い
に
“
女

性
部
の
支
部
交
流
会
や
全
体
交
流
会
”
と

い
う
回
答
が
上
位
で
し
た
。
ま
た
“
交
流

や
研
修
に
何
を
期
待
し
て
い
る
か
”
と
の

問
い
に
は
、“
自
分
と
同
世
代
の
女
性
酪

農
家
と
の
交
流
が
楽
し
い
”“
酪
農
に
関

す
る
知
識
を
得
た
り
、
技
術
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
”
と
い
う
回
答
が
ど
の
年
代
で

も
上
位
で
し
た
。

　

こ
の
２
年
間
は
ほ
ぼ
全
て
の
行
事
が
中

止
と
な
り
交
流
の
場
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
地
域
の
酪
農
家
が
少
な
く
な
っ
た

か
ら
こ
そ
、
組
織
を
通
し
た
集
ま
り
の
場

で
、
日
頃
の
想
い
を
共
有
す
る
こ
と
が
重

要
に
な
っ
て
い
る
と
改
め
て
認
識
し
ま
し

た
。

　

終
わ
り
に
大
竹
先
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
の
ま
と
め
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
本
調
査
結
果
か
ら
、
酪
農
の
仕
事
を

『
主
と
し
て
担
当
』
し
、
夫
と
肩
を
並
べ

て
経
営
の
要
と
な
っ
て
い
る
酪
農
家
女
性

の
皆
さ
ん
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま

し
た
。
酪
農
経
営
の
意
思
決
定
に
当
た
っ

て
、
牛
舎
で
の
作
業
を
自
律
的
に
担
い
、

日
々
、
牛
を
よ
く
観
察
し
て
仕
事
を
し
て

い
る
女
性
の
意
見
は
無
視
で
き
な
い
こ
と

も
分
か
り
ま
し
た
。
酪
農
を
取
り
巻
く
状

況
が
厳
し
さ
を
増
す
中
で
、
牛
に
一
番
近

い
場
所
で
生
産
現
場
を
担
う
酪
農
家
女
性

の
声
が
、
社
会
的
に
も
耳
を
傾
け
ら
れ
る

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
」

（
生
産
支
援
課
）

講師の大竹晴佳先生

牛乳の乾杯で始まった懇親会

総会のようす

お
か
や
ま
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
総
会
開
催

　

７
月
12
日
、「
お
か
や
ま
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

利
用
組
合
総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
事
項
の
「
令
和
３
年
度
事
業
報

告
・
収
支
決
算
承
認
」、「
令
和
４
年
度
事

業
計
画
（
案
）・
収
支
予
算
（
案
）
承
認
」、

「
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
会
費
徴
収
」
等
に

つ
き
ま
し
て
は
、
慎
重
な
審
議
の
う
え
、

す
べ
て
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
ヘ
ル
パ
ー
制
度
の
充
実
と
強
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
支
援
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
生
産
支
援
課
）
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び
ほ
く
酪
農
組
合
・

酪
農
政
治
連
盟
備
北
支
部
通
常
総
会

　

７
月
14
日
、「
び
ほ
く
酪
農
組
合
・
酪

農
政
治
連
盟
備
北
支
部
」
の
総
会
が
、
高

梁
市
松
原
町
「
神
原
荘
」
に
お
い
て
組
合

員
参
加
に
よ
り
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

鍋
島
公
也
組
合
長
の
開
会
の
挨
拶
の

後
、
令
和
３
年
度
乳
質
表
彰
が
行
わ
れ
、

最
優
秀
賞
に
石
井
吉
光
さ
ん
、
優
秀
賞
に

鈴
村
久
治
さ
ん
、
上
森
亨
さ
ん
、
努
力
賞

に
三
上
隆
久
さ
ん
、
森
脇
理
さ
ん
が
表
彰

さ
れ
、
カ
ッ
プ
と
賞
金
が
そ
れ

ぞ
れ
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
高
梁
市
農
林
課　

内
田
弘
樹
課
長
、
美
作
県
民
局

畜
産
第
二
班　

定
森
総
括
副
参

事
、
オ
ハ
ヨ
ー
乳
業
㈱　

櫻
井

克
久
課
長
、
長
恒
組
合
長
よ
り

ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

鍋
島
組
合
長
が
議
長
を
務

め
、
第
１
号
議
案
か
ら
第
４
号

議
案
ま
で
審
議
さ
れ
、
全
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
酪
農
政
治
連
盟
備

北
支
部
の
総
会
が
行
わ
れ
、
三

宅
穣
次
委
員
長
の
挨
拶
の
後
、

三
宅
議
長
の
進
行
に
よ
り
、
第

１
号
議
案
か
ら
第
３
号
議
案
ま

で
審
議
さ
れ
、
全
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
対
策
を
講
じ
、
懇
親
会

も
実
施
さ
れ
、
久
し
ぶ
り
に
懇

親
を
深
め
ま
し
た
。

（
南
支
所
び
ほ
く
事
務
所
）

びほく酪農組合総会

第
50
回
全
国
酪
農
青
年
女
性

酪
農
発
表
大
会
開
催

　

７
月
14
日
～
15
日
、「
第
50
回
全
国
酪

農
青
年
女
性
酪
農
発
表
大
会
」
が
、
東
京

都
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
３
年
振
り
に
、

一
般
参
加
者
、
来
賓
の
方
々
を
招
集
し
て

の
通
常
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
従
来
よ

り
も
規
模
を
縮
小
し
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

な
ど
で
大
い
に
盛
り
上
が
る
懇
親
会
も
、

今
回
は
食
事
会
と
し
て
和
や
か
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
２
日
目
に
は
、
１
９
９
２

年
バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ

ス
ト
で
、
現
在
は
ス
イ
ミ
ン
グ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
る
岩
崎
恭
子
氏
に
よ
る

第
50
回
大
会
特
別
記
念
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
結
果
に
つ
い
て

は
、
酪
農
経
営
発
表
の
部

は
、
６
名
の
発
表
者
の
中

か
ら
「
人
を
生
か
す
酪
農

経
営　

中
野
牧
場
が
目
指

す
地
域
貢
献
」
と
題
し
て

発
表
さ
れ
た
北
海
道
酪
農

青
年
女
性
会
議
の
中
野
大

樹
さ
ん
が
農
林
水
産
大
臣

賞
を
、
意
見
体
験
発
表
の

部
は
同
じ
く
６
名
の
発
表

者
の
中
か
ら
、「
私
が
選

ん
だ
道
～
酪
農
家
に
嫁
い

で
22
年
～
」
と
題
し
て
発

表
さ
れ
た
関
東
甲
信
越
酪

農
青
年
女
性
会
議
の
藤
田

幸
子
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

（
生
産
支
援
課
）

西日本酪青女の皆さん
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牛
っ
て
こ
ん
な
に
大
き
い
ん
だ

　

７
月
23
日
、「
牛
を
描
く
絵
画
大
会
」

を
ま
き
ば
の
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
18
名
の
参
加
が
あ
り
、
畜
産
研

究
所
の
乳
牛
を
見
な
が
ら
牛
の
絵
を
描
い

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
牛
の
顔
を
近
く
で
観
察
し

た
り
、
牛
に
よ
っ
て
模
様
が
違
う
こ
と
に

感
心
し
た
り
し
な
が
ら
、
思
い
思
い
の
牛

の
絵
を
完
成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
初
め
て

本
物
の
牛
を
間
近
で
見
て
、
そ
の
大
き
さ

に
驚
い
た
と
い
う
感
想
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
描
い
た
絵
を
岡
山
県
酪
農
乳
業
協

会
主
催
の
「
牛
乳
大
好
き
！
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
」
に
応
募
す
る
と
い
う
方
も
い
ま

し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
完
成
作
品
を

持
っ
て
モ
デ
ル
の
牛
と
記
念
撮
影
も
行

い
、
牛
に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
え
た
イ

ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
県
産
牛

乳
に
つ
い
て
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
消
費

拡
大
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま
き
ば
の
館

で
は
引
き
続
き
畜
産
に
親
し
み
を
持
っ
て

も
ら
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

　
（
岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー

畜
産
研
究
所
）牛の絵、完成！

　

７
月
11
日
の
笑
味
ち
ゃ
ん
天
気
予
報
の

担
い
手
紹
介
コ
ー
ナ
ー
で
、
勝
田
郡
奈
義

町
の
小
林
修
二
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

　

小
林
さ
ん
は
就
農
21
年
目
で
25
頭
の

牛
を
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。「
健
康
で
長

生
き
す
る
牛
」
を
育
て
る
よ
う
心
掛
け

２
０
０
６
年
生
ま
れ
の
牛
が
生
涯
乳
量

10
万
㎏
を
超
え
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
中
で
も
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
の
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
、
牧
草
の
栽
培
や
刈

り
取
り
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
「
小
規
模
で
も
、
も
う
か
る
酪
農
」「
あ

そ
こ
は
勢
い
が
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

な
酪
農
家
を
目
指
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

将
来
は
、
大
型
機
械
を
更
新
で
き
る
よ

う
に
頑
張
り
た
い
そ
う
で
す
。

　

地
域
の
農
業
・
酪
農
の
担
い
手
と
し
て

今
後
の
活
躍
を
応
援
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
生
乳
課
）

　

番
組
で
は
、
曜
日
に
よ
り
テ
ー
マ
を
決

め
て
放
送
し
て
い
ま
す
。

・
月
曜
日　

担
い
手
・
Ｊ
Ａ
職
員
紹
介
・

高
校
生
の
紹
介

・
火
曜
日　

農
畜
産
物
の
紹
介

・
水
曜
日　

火
曜
日
に
紹
介
し
た
農
畜
産

物
を
使
っ
た
料
理
の
紹
介
・

栄
養
士
に
よ
る
料
理
・
栄
養

等
の
紹
介

・
木
曜
日　

Ｊ
Ａ
活
動
紹
介
・
市
町
村
の

紹
介

・
金
曜
日　

直
売
所
・
イ
ベ
ン
ト
紹
介

　

搾
乳
等
お
忙
し
い
時
間
帯
の
放
送
に
な

り
ま
す
が
、
ご
都
合
の
つ
く
と
き
は
ぜ
ひ

観
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
取
材
に
も
ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

笑
味
ち
ゃ
ん
天
気
予
報
が
や
っ
て
き
た
！

（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
テ
レ
ビ　

月
～
金　

18
時
50
分
よ
り
）

大型トラクターの前でインタビューを受ける小林修二さん（左）
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●

●

●

ひ

ろ

ば

　

２
０
２
２
年
３
月
18
日
、
ポ
ッ
ド

キ
ャ
ス
ト
番
組
「
酪
し
て
い
き
ぬ
く
ラ

ジ
オ
」
の
配
信
を
開
始
し
た
。
酪
農
を

息
抜
き
し
な
が
ら
生
き
抜
く
話
を
牛
乳

に
見
立
て
て
毎
日
一
杯
お
届
け
す
る
番

組
だ
。

　

東
京
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
就
農
し
て
５
年

が
過
ぎ
た
。

　

毎
日
、
一
人
で
搾
乳
作
業
を
行
っ
て

い
る
中
で
欠
か
せ
な
い
の
が
、
片
耳
に

付
け
た
イ
ヤ
ホ
ン
か
ら
聞
こ
え
て
く
る

声
で
あ
る
。
お
気
に
入
り
の
ポ
ッ
ド

キ
ャ
ス
ト
番
組
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の

声
だ
。

　

毎
日
、
朝
晩
５
時
間
か
け
て
の
搾
乳

作
業
は
決
し
て
楽
し
く
ハ
ッ
ピ
ー
な
時

間
で
は
な
い
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
い

つ
も
決
ま
っ
た
こ
と
を
淡
々
と
遂
行
し

て
い
く
流
れ
作
業
だ
。

　

当
然
、
乾
乳
・
初
乳
搾
乳
・
検
定
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
高
乳
量
の
個
体
な
ど

い
れ
ば
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
た

り
も
す
る
。
た
だ
そ
れ
は
ど
れ
も
所
詮

は
一
過
性
の
も
の
だ
。

　

そ
ん
な
毎
日
を
救
っ
て
く
れ
た
の
が

ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
番
組
を
代
表
と
す
る

音
声
メ
デ
ィ
ア
だ
。

　

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
話
し
声
を
聴
き

な
が
ら
行
う
作
業
は
、
と
て
も
有
益
で

時
間
の
流
れ
を
加
速
さ
せ
て
く
れ
る
。

　

搾
乳
し
な
が
ら
頷
い
た
り
笑
っ
た
り

驚
い
た
り
感
動
し
た
り
、
時
に
は
話
の

内
容
に
感
情
移
入
し
て
涙
を
流
し
な
が

ら
ミ
ル
カ
ー
を
運
ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
ふ
と
思
っ
た
の
で

あ
る
。「
僕
も
音
声
配
信
を
し
た
い
」

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か
ら
始
ま
り

戦
争
や
世
界
情
勢
、
そ
し
て
円
安
の
影

響
を
受
け
、
酪
農
家
は
過
去
に
例
を
み

な
い
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。

　

憧
れ
の
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
タ
ー
に
自
分

も
な
り
た
い
！
と
同
時
に
酪
農
家
が
今

お
か
れ
て
い
る
現
状
を
伝
え
な
く
て
は

い
け
な
い
と
強
い
使
命
感
の
よ
う
な
も

の
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。

　

番
組
で
は
、
酪
農
に
関
す
る
話
題
は

も
ち
ろ
ん
だ
が
、
一

酪
農
家
の
リ
ア
ル
な

日
常
と
経
営
状
態
、

僕
の
牧
場
を
訪
れ
る

業
者
さ
ん
に
ゲ
ス
ト

と
し
て
出
演
し
て
も

ら
っ
た
り
、
一
般
消

費
者
の
リ
ス
ナ
ー
さ

ん
も
参
加
で
き
る
よ

う
毎
月
テ
ー
マ
を
決

め
て
曲
の
リ
ク
エ
ス

ト
を
募
集
し
番
組
内
（Spotify

限
定

m
usic and talk

）
で
流
し
た
り
し
て

い
る
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
累
計
再
生
回

数
７
３
０
０
回
を
超
え
た
。（
２
０
２
２

年
７
月
25
日
時
点
）

　

生
乳
を
生
産
す
る
コ
ス
ト
は
上
が
り

続
け
て
い
る
。
思
う
よ
う
に
牛
乳
に
コ

ス
ト
転
嫁
で
き
な
い
現
状
に
た
だ
泣
き

寝
入
り
し
て
は
い
け
な
い
。
酪
農
家
だ

け
に
コ
ス
ト
増
の
大
半
を
負
担
さ
せ
る

の
は
あ
ま
り
に
も
理
不
尽
で
あ
る
。
僕

た
ち
酪
農
家
は
声
を
あ
げ
、
消
費
者
様

に
牛
乳
の
価
値
を
伝
え
、
そ
し
て
酪
農

家
自
身
も
こ
の
苦
境
を
生
き
抜
く
た
め

に
変
化
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
。

　

少
々
熱
く
な
り
ま
し
た
が
、
た
ま
に

は
息
抜
き
が
て
ら
「
酪
し
て
い
き
ぬ
く

ラ
ジ
オ
」
一
杯
飲
み
に
き
て
く
だ
さ

い
。
お
口
に
合
い
ま
し
た
ら
。

酪
農
と
牛
乳
に

適
正
な
価
値
を

瀬
戸
内
市　

小
橋　

敏
行

牛
の
御
霊
を
祀
る

　

6
月
30
日
、
お
か
や
ま
酪
農
協
の
鎮
魂

碑
の
前
で
「
畜
魂
祭
」
を
執
り
行
い
ま
し

た
。

　

津
山
市
一
宮
の
中
山
神
社
の
横
林
神
官

を
お
迎
え
し
、
お
か
や
ま
酪
農
協
役
職
員

を
は
じ
め
、
オ
カ
ラ
ク
ミ
ー
ト
㈱
の
出
席

を
い
た
だ
き
、
数
々
の
牛
の
御
霊
を
鎮
め

る
た
め
、
お
祓
い
を
し
て
い
た
だ
き
、
牛

の
御
霊
に
感
謝
を
い
た
し
ま
し
た
。

（
流
通
課
）
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事

報

理

会

告

　

令
和
４
年
６
月
30
日
、
第
２
６
０
回
理

事
会
を
理
事
11
名
、
監
事
３
名
が
出
席

し
、
開
催
し
た
。

　

長
恒
組
合
長
よ
り
酪
農
一
般
情
勢
等
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
次
の
事
項
を
協
議
し
、
決
定

し
た
。

○
令
和
４
年
度
生
乳
需
給
安
定
化
対
策

　

令
和
４
年
度
６
月
の
生
乳
需
給
安
定
化

対
策
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
し

た
。

○
定
例
監
事
監
査
の
結
果
に
対
す
る
回
答

に
つ
い
て

　

令
和
３
年
度
決
算
に
係
る
監
事
監
査
報

告
に
対
す
る
回
答
を
監
事
に
報
告
し
た
。

○
職
員
の
夏
季
手
当
等
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
度
職
員
の
夏
季
手
当
等
の
支

給
を
決
定
し
た
。

○
牛
中
毒
症
の
発
生
農
家
へ
の
対
応
に
つ

い
て

　

該
当
農
家
の
状
況
を
確
認
し
、
支
援
対

策
内
容
を
決
定
し
た
。

○
20
周
年
式
典
に
つ
い
て

　

記
念
誌
・
開
催
内
容
に
つ
い
て
協
議
し

た
。

○
農
協
法
第
27
条
３
項
等
閲
覧
等
答
弁
書

に
つ
い
て

　

農
協
法
第
27
条
３
項
等
閲
覧
等
答
弁
書

に
つ
い
て
内
容
・
対
応
方
法
を
確
認
し
た
。

○
報
告
事
項

　

全
戸
巡
回
の
日
程
に
つ
い
て
報
告
し

た
。

（一社）Ｊミルクサイトより

★材　料（２人分）
　ごはん……………………300ｇ
　　　　　　　（軽く茶碗２杯分）
　鶏ささみ…………………大１本
　酒…………………………大さじ１
　　　牛乳…………………200㎖

　Ａ
　和風だしの素（顆粒）小さじ１

　　　みそ…………………大さじ１
　　　白すりごま…………大さじ２
　みょうが…………………２本
　しょうが…………………１片
　トマト……………………１個
　きゅうり…………………1/2本

★栄養成分（1人分）
　エネルギー　437kcal カルシウム　　　220mg
　たんぱく質　18.0g コレステロール　33mg
　脂質　　　　8.6g 食塩相当量　　　1.9g
　炭水化物　　71.0g

★作り方
①鶏ささみは筋をとり、観音開きにする。酒をかけ、
電子レンジ（500W）で1分加熱して余熱で中
まで火を通し、冷ましておく。
②みょうがとしょうがはせん切りにする。トマトは
１㎝角に切る。きゅうりは薄い輪切りにする。
③Ａを合わせておく。
④①を手で細かくほぐし、蒸し汁は③に加える。
⑤器にごはんを盛り、鶏肉と野菜をトッピングする。 
③をかけ、混ぜながらいただく。

冷　や　汁
“暑い夏にぴったり”

ミルクレシピ紹介
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生乳販売量（令和4年度）

7，0００

7，５００

8，０００

8，５００

9，０００
ｔ

購買取扱数量（令和4年度）生乳販売量（令和3年度） 購買取扱数量（令和3年度）

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３
4，5００

5，0００

5，５００

6，0００

6，５００
ｔ

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

お か ら く 事 業 実 績

1t＝0.0281t＝0.028

生　乳　統　計 ※中央酪農会議速報より抜粋

全 国

岡山県

北海道

月

６

６
４～６

４～６
６

用　途　別　処　理　量（トン)
飲用乳等向け 乳製品等向け そ　の　他

前　年　比（％)
生　産 飲　用 その他地 域 生産量（トン) 乳製品

６０６,４８５
１,８６４,７７３

８,１６４
２５,６１３
３４７,４４７

,

３１１,９４０
９１７,３４１
７,８７３
２３,９１５
７２,８２９

１４９,０４７
５０５,７２５

２１３
１,３６７

１３３,７０４

１４５,４９８
４４１,７０３

７８
３３１

１４０,９１４

99.8 
100.6 
99.6 
100.1 
100.1 

96.1 
97.2 
98.7 
98.8 
91.7 

105.3 
105.5 
152.1 
128.8 
102.3 

102.7 
102.8 
104.0 
104.7 
102.8 

5,561
5,594

8,168

8,207

　

７
月
に
つ
い
て
は
、
本
格
的
な
暑
熱
期
に
入
り
引
き
合
い
は
強
く
な
い
時
期
で
は
あ

る
が
、一
定
の
更
新
需
要
に
よ
り
、平
均
価
格
は
税
込
53
万
５
千
円
（
前
月
比
７
千
円
安
）

と
持
ち
合
い
で
推
移
し
ま
し
た
。

　

８
月
に
つ
い
て
は
、
お
盆
明
け
に
市
場
が
集
中
し
、
秋
分
娩
中
心
と
な
り
例
年
需
要

も
出
回
り
頭
数
も
増
加
す
る
時
期
と
な
り
、
飲
用
向
け
等
の
乳
価
期
中
改
定
が
決
ま
っ

た
こ
と
は
好
材
料
で
あ
る
が
、
飼
料
等
の
コ
ス
ト
増
は
重
く
更
新
需
要
が
中
心
の
状
況

は
変
わ
ら
な
い
と
推
測
さ
れ
、相
場
は
持
ち
合
い
で
推
移
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

北
海
道
初
妊
牛
価
格

８月の主な行事

１日　西大寺地区全戸巡回

２日　津山支所運営委員会

３日　定例監事監査（〜４日）

５日　全共出品対策協議会総会

18日　勝英地区全戸巡回

23日　管理職会議

24日　備南地区全戸巡回

25日　びほく地区全戸巡回

29日　津山・真南地区全戸巡回

30日　蒜山地区全戸巡回

31日　理事会
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